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研究成果の概要（和文）：アジア・アフリカ地域のホットスポットに生息する希少動物種を生息域外保全するた
めに、日本の動物園で飼育展示されているゾウ、サイ、チーターなどの希少動物種の繁殖生理を解明して繁殖に
応用しようとした。これらの研究の結果、種による繁殖様式の違いや糞や尿へ排泄されるステロイドホルモン代
謝物の違いなどを明らかにし、さらにはイヌ科やネコ科の過排卵誘起処理法や妊娠判定法を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：In order to preserve endangered animal species inhabiting hotspots in Asia 
/ Africa area, it has been elucidated that reproductive physiology of these endangered species in 
Japanese zoos; elephant, rhinoceros and cheetah etc. and it was tried to be applied for breeding.
As a result of these studies, it was clarified that the difference of breeding style by species, the
 difference of excreted steroid hormone metabolites in feces and urine and the method of 
superovulation treatment and pregnancy diagnosis in canine and felidae.

研究分野：動物繁殖生理学
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１．研究開始当初の背景 
 1988 年にイギリスの生物学者ノーマン・
マイヤーズ博士が、優先的に保護・保全すべ
き地域を「ホットスポット」と名付け、それ
らの地域を特定するためのコンセプトとし
て提唱したものである。2000 年には世界で
25 ヶ所の地域がホットスポットとして特定
されていたが、さらに 2013年現在 35ヶ所に
まで特定地域が増加している。これら 35 ヵ
所の生物多様性ホットスポットには、約 90％
の生命が集中し、地球上でもっとも生物多様
性が高いが破壊の危機に直面している地域
といえる。東南アジア地域では、特にインド
ネシアやフィリピン、またアフリカ地域では、
特にコンゴ民主共和国などの西アフリカ地
域などでは、世界のホットスポットの中で最
も深刻化している地域であるといわれてい
る。これらの地域の絶滅危惧種を生息域外で
保全することは急務である。 
しかし、日本国内の動物園では東南アジア
やアフリカ地域などに生息する多くの希少
動物を飼育しているが、それらの繁殖生理の
解明も十分とは言えず、また保全のために重
要な出産成功例は決して多いとはいえない
状況であった。 
 
２．研究の目的 
 申請者は、過去 20 年以上にわたり日本国
内の約 70 の動物園や水族館と共同して、希
少哺乳動物を中心にして繁殖生理を解明し
てきた。これまでにも食肉目、奇蹄目、偶蹄
目をはじめとする日本全国の動物園動物の
繁殖生理を明らかにしてきた。すでに研究を
開始し始めている東南アジア地域やアフリ
カ地域に生息する食肉目、奇蹄目、偶蹄目な
どについての繁殖生理の詳細をさらに解明
するとともに、動物園に対してできる限り多
くの希少動物の繁殖生理を解明してデータ
ーを提供し、飼育現場で雌の発情を簡易に見
分けることができる諸行動や兆候などにつ
いても見出して、希少哺乳類の繁殖・増殖に
利活用する。 
 
３．研究の方法 
 研究対象とする希少動物種の、1）発情周
期や妊娠期間などにおける繁殖モニタリン
グ、2）繁殖モニタリングに必要な代謝産物
や生理活性物質の解明、3）1～2）のモニタ
リングの結果から繁殖適期を把握した交配
の実施、4）交配適期や発情兆候が不明確ま
たは無発情の個体の発情の誘起方法の開発
を中心に実施する。研究の対象とする動物種
は、アジアゾウ、アフリカゾウ、インドサイ、
シロサイ、クロサイ、スマトラトラ、ベンガ
ルトラ、チーター等のネコ科、オランウータ
ン、（ニシ）ゴリラ、モウコノウマ、グレイ
ビーシマウマなどである。しかし、各々の動
物種によって飼育されている動物園での研
究実施体制が異なるため、適宜実施可能な園
から繁殖モニタリングを開始する。主に、各

動物からの排泄物（糞、尿など）や血液中の
ホルモン代謝物や他の生理活性物質を、酵素
免疫測定法と高速液体クロマトグラフィー
により動態を解明し分析する。 
 
４．研究成果 
 アジア・アフリカ地域のホットスポットに
生息する希少動物種を生息域外保全するた
めに、日本の動物園で飼育展示されているゾ
ウ、サイ、チーターなどの希少動物種の繁殖
生理を解明して繁殖に応用することが、この
研究の目的である。そのために、これらの種
の発情周期や妊娠期間などを排泄物から繁
殖生理の状況をモニタリングすること、その
モニタリングに必要な糞中や尿中の代謝物
を解明すること、さらにはこれらの繁殖生理
を把握した上で人工繁殖学的な手法を実施
して妊娠の成立を試みた。 
 その結果、飼育下のゾウ２種、サイ３種、
モウコノウマ、ニシゴリラ、グレビーシマウ
マなどの血中や糞中のプロジェステロン値
や尿中エストラジオールグルクロニド濃度
などの変動から周年繁殖動物であることが
明らかになったが、アムールトラやチーター
などのネコ科動物は交尾排卵動物であるが
稀に自然排卵を起こす種であることが判明
した。さらに妊娠期間の繁殖生理や乳汁成分
の変化も研究し、早期の妊娠診断や産後の人
工保育に役立つ知見も解明した。また、各種
の糞中に排泄されるステロイドホルモン代
謝物を液体クロマトグラフィーで分析した
ところ、20α-ヒドロキシプロジェステロン、
5 α -pregnane-3 β -ol-20-one 、 5 α
-pregnane-3,20-dione などの多くの代謝物
が排泄されていることが明らかとなり、さら
に糞や尿からの抽出物中には各々の生理現
象によって、さらには種によって特定の代謝
物が増減する特徴的な動態を示すことが明
らかとなり、排泄物中のステロイドホルモン
代謝物の測定によりない分布減少が把握で
きることを明らかにした。 
 さらに、雌アムールヤマネコでは妊馬血清
性性腺刺激ホルモン 200～300IU とヒト絨毛
性性腺刺激ホルモン(hCG)200IU を筋肉内投
与することにより過排卵誘起が起こったが、
チーターでは同様な方法で実施しても排卵
誘起には至らなかった。また、hCG 投与翌日
に人工授精を行ったが産子は得られなかっ
た。また、市販のイヌ用リラキシン簡易検査
キットを用いて妊娠判定をネコ科動物で行
った結果、妊娠判定の指標として有用な方法
であることが明らかになった。 
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